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(57)【要約】

【課題】例えば銅管のような熱伝導率の高いヒータを用

いることができるスターリングエンジンを提供すること

。

【解決手段】本発明のスターリングエンジンは、ヒータ

１１と再生器５０とクーラ６０とを連通し、ヒータ１１

をディスプレーサピストン２０の一方の空間に連通し、

クーラ６０をディスプレーサピストン２０の他方の空間

に連通し、ディスプレーサピストン２０の外周を覆うシ

リンダ７０と、シリンダ７０の一方を覆うシリンダーヘ

ッド７１とを備え、ディスプレーサピストン２０の動作

によって作動ガスを一方の空間と他方の空間に流動させ

、シリンダーヘッド７１には、ヒータ１１の端部を挿入

する貫通孔７４、７５を備え、シリンダーヘッド７１を

、一方の空間を覆う第１の層７２と、第１の層７２の外

部を覆う第２の層７３とで構成し、ヒータ１１の一方の

空間に連通する端部１１Ａ、１１Ｂを第１の層７２と溶

接又はロウ付けによって接続したことを特徴とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ヒ ー タ と 再 生 器 と ク ー ラ と を 連 通 し 、 前 記 ヒ ー タ を デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン の 一 方 の 空

間 に 連 通 し 、 前 記 ク ー ラ を 前 記 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン の 他 方 の 空 間 に 連 通 し 、 前 記 デ ィ

ス プ レ ー サ ピ ス ト ン の 外 周 を 覆 う シ リ ン ダ と 、 前 記 シ リ ン ダ の 一 方 を 覆 う シ リ ン ダ ー ヘ ッ

ド と を 備 え 、 前 記 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン の 動 作 に よ っ て 作 動 ガ ス を 前 記 一 方 の 空 間 と 前

記 他 方 の 空 間 に 流 動 さ せ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン で あ っ て 、

前 記 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド に は 、 前 記 ヒ ー タ の 端 部 を 挿 入 す る 貫 通 孔 を 備 え 、

前 記 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド を 、 前 記 一 方 の 空 間 を 覆 う 第 １ の 層 と 、 前 記 第 １ の 層 の 外 部 を 覆 う

第 ２ の 層 と で 構 成 し 、

前 記 ヒ ー タ の 前 記 一 方 の 空 間 に 連 通 す る 端 部 を 前 記 第 １ の 層 と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け に よ っ て

接 続 し た こ と を 特 徴 と す る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ヒ ー タ と 前 記 第 １ の 層 と を 銅 製 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ

ン グ エ ン ジ ン 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 第 ２ の 層 を オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載

の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 第 １ の 層 と 前 記 シ リ ン ダ の 端 部 と を 当 接 さ せ 、 前 記 ヒ ー タ の 前 記 再 生 器 に 連 通 す る

端 部 を 前 記 第 １ の 層 と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け に よ っ て 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記

載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 １ の 層 の 外 周 部 と 前 記 第 ２ の 層 の 外 周 部 に は 、 ボ ル ト 挿 入 用 の 締 結 孔 を 有 し 、 前

記 締 結 孔 に よ っ て 前 記 シ リ ン ダ と 前 記 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド と を 締 結 す る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 第 １ の 層 に お け る 前 記 シ リ ン ダ の 端 部 と の 当 接 面 を 、 薄 肉 化 し て シ ー ル 材 と し た こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 ヒ ー タ の 前 記 一 方 の 空 間 に 連 通 す る 端 部 を 、 前 記 第 １ の 層 に 代 え て 前 記 第 ２ の 層 と

溶 接 又 は ロ ウ 付 け に よ っ て 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン

ジ ン 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 廃 熱 や バ イ オ マ ス な ど の 熱 源 を 活 用 で き る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 廃 熱 や バ イ オ マ ス な ど の 熱 源 を 有 効 に 活 用 す る こ と は 、 環 境 問 題 及 び エ ネ ル ギ ー 問 題 の

解 決 に 繋 が る 。 ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン は 熱 源 を 選 ば ず 、 温 度 差 が あ れ ば 運 転 で き る と い う

特 徴 を 持 つ こ と か ら 、 そ れ ら 熱 源 の 有 効 活 用 に 適 し て い る 。

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し 、 工 場 等 か ら の 廃 熱 や バ イ オ マ ス の 燃 焼 を 有 効 に 利 用 す る た め に は 、 ヒ ー タ と し

て 熱 伝 導 率 の 高 い 材 料 を 用 い る こ と が 好 ま し い が 、 ヒ ー タ の 材 料 を 優 先 す る と 、 ス タ ー リ

ン グ エ ン ジ ン を 構 成 す る 他 の 部 材 と の 間 で 十 分 な 気 密 性 が 保 た れ ず 、 結 果 と し て 効 率 の 低

下 を き た し て し ま う と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 そ こ で 本 発 明 は 、 例 え ば 銅 管 の よ う な 熱 伝 導 率 の 高 い ヒ ー タ を 用 い る こ と が で き る ス タ

ー リ ン グ エ ン ジ ン を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン は 、 ヒ ー タ と 再 生 器 と ク ー ラ と を 連 通 し

、 前 記 ヒ ー タ を デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン の 一 方 の 空 間 に 連 通 し 、 前 記 ク ー ラ を 前 記 デ ィ ス

プ レ ー サ ピ ス ト ン の 他 方 の 空 間 に 連 通 し 、 前 記 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン の 外 周 を 覆 う シ リ

ン ダ と 、 前 記 シ リ ン ダ の 一 方 を 覆 う シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド と を 備 え 、 前 記 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス

ト ン の 動 作 に よ っ て 作 動 ガ ス を 前 記 一 方 の 空 間 と 前 記 他 方 の 空 間 に 流 動 さ せ る ス タ ー リ ン

グ エ ン ジ ン で あ っ て 、 前 記 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド に は 、 前 記 ヒ ー タ の 端 部 を 挿 入 す る 貫 通 孔 を

備 え 、 前 記 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド を 、 前 記 一 方 の 空 間 を 覆 う 第 １ の 層 と 、 前 記 第 １ の 層 の 外 部

を 覆 う 第 ２ の 層 と で 構 成 し 、 前 記 ヒ ー タ の 前 記 一 方 の 空 間 に 連 通 す る 端 部 を 前 記 第 １ の 層

と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け に よ っ て 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て 、 前 記 ヒ ー

タ と 前 記 第 １ の 層 と を 銅 製 と し た こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て 、 前 記 第 ２

の 層 を オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 と し た こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て 、 前 記 第 １

の 層 と 前 記 シ リ ン ダ の 端 部 と を 当 接 さ せ 、 前 記 ヒ ー タ の 前 記 再 生 器 に 連 通 す る 端 部 を 前 記

第 １ の 層 と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け に よ っ て 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て 、 前 記 第 １

の 層 の 外 周 部 と 前 記 第 ２ の 層 の 外 周 部 に は 、 ボ ル ト 挿 入 用 の 締 結 孔 を 有 し 、 前 記 締 結 孔 に

よ っ て 前 記 シ リ ン ダ と 前 記 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド と を 締 結 す る こ と を 特 徴 と す る 。

　 請 求 項 ６ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て 、 前 記 第 １

の 層 に お け る 前 記 シ リ ン ダ の 端 部 と の 当 接 面 を 、 薄 肉 化 し て シ ー ル 材 と し た こ と を 特 徴 と

す る 。

　 請 求 項 ７ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て 、 前 記 ヒ ー

タ の 前 記 一 方 の 空 間 に 連 通 す る 端 部 を 、 前 記 第 １ の 層 に 代 え て 前 記 第 ２ の 層 と 溶 接 又 は ロ

ウ 付 け に よ っ て 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド を 第 １ の 層 と 第 ２ の 層 で 構 成 す る こ と で 、 第 １ の 層

を ヒ ー タ と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け 接 合 し や す く 耐 久 性 を 保 て る 材 料 と し 、 第 ２ の 層 に よ っ て 強

度 や 耐 熱 性 を 保 つ こ と が で き る た め 、 ヒ ー タ と し て 熱 伝 導 率 の 高 い 材 料 を 選 定 す る こ と が

で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン は 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド に は 、 ヒ

ー タ の 端 部 を 挿 入 す る 貫 通 孔 を 備 え 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド を 、 一 方 の 空 間 を 覆 う 第 １ の 層 と

、 第 １ の 層 の 外 部 を 覆 う 第 ２ の 層 と で 構 成 し 、 ヒ ー タ の 一 方 の 空 間 に 連 通 す る 端 部 を 第 １

の 層 と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け に よ っ て 接 続 し た も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 シ リ ン ダ

ー ヘ ッ ド を 第 １ の 層 と 第 ２ の 層 で 構 成 す る こ と で 、 第 １ の 層 を ヒ ー タ と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け

接 合 し や す く 耐 久 性 を 保 て る 材 料 と し 、 第 ２ の 層 に よ っ て 強 度 や 耐 熱 性 を 保 つ こ と が で き

る た め 、 ヒ ー タ と し て 熱 交 換 効 率 の 高 い 材 料 を 選 定 す る こ と が で き る 。

　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て

、 ヒ ー タ と 第 １ の 層 と を 銅 製 と し た も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ヒ ー タ と し て 熱

伝 導 率 の 高 い 銅 を 用 い る こ と が で き る と と も に 、 ヒ ー タ と シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド と の 溶 接 部 の

耐 久 性 も 保 つ こ と が で き る 。

　 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て

、 第 ２ の 層 を オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 と し た も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、

10

20

30

40

50



(4) JP  2008-14218  A   2008.1.24

第 ２ の 層 を オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 と す る こ と で 、 耐 熱 性 、 耐 圧 性 を 保 つ こ と が で

き る 。

　 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て

、 第 １ の 層 と シ リ ン ダ の 端 部 と を 当 接 さ せ 、 ヒ ー タ の 再 生 器 に 連 通 す る 端 部 を 第 １ の 層 と

溶 接 又 は ロ ウ 付 け に よ っ て 接 続 し た も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ヒ ー タ の 両 端 の

接 合 の 耐 久 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。

　 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て

、 第 １ の 層 の 外 周 部 と 第 ２ の 層 の 外 周 部 に は 、 ボ ル ト 挿 入 用 の 締 結 孔 を 有 し 、 締 結 孔 に よ

っ て シ リ ン ダ と シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド と を 締 結 す る も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 シ リ

ン ダ と シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド と の 接 続 を 確 実 に 行 わ せ 、 耐 久 性 を 保 つ こ と が で き る 。

　 本 発 明 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て

、 第 １ の 層 に お け る シ リ ン ダ の 端 部 と の 当 接 面 を 、 薄 肉 化 し て シ ー ル 材 と し た も の で あ る

。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 第 １ の 層 に お け る シ リ ン ダ の 端 部 と の 当 接 面 を シ ー ル 材 と し て

機 能 さ せ る こ と で 、 別 途 シ ー ル 材 を 用 い る こ と な く 密 封 状 態 を 確 保 す る こ と が で き る 。

　 本 発 明 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に お い て

、 ヒ ー タ の 一 方 の 空 間 に 連 通 す る 端 部 を 、 第 １ の 層 に 代 え て 第 ２ の 層 と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け

に よ っ て 接 続 し た も の で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 例 え ば ヒ ー タ と し て 銅 管 を 、 第 ２

の 層 と し て オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 を 用 い 、 ヒ ー タ の 接 続 箇 所 を 薄 肉 化 す る こ と で

、 ヒ ー タ と シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド と の 接 続 を 確 実 に 行 わ せ 、 耐 久 性 を 保 つ こ と が で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 以 下 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に つ い て 説 明 す る 。

　 図 １ は 本 実 施 例 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン の 構 成 を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は 同 装 置 の シ リ

ン ダ ー ヘ ッ ド を 示 す 断 面 図 、 図 ３ は 同 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド の 下 面 図 で あ る 。

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン は 、 加 熱 部 １ ０ を 熱 源 ガ ス 流

路 ９ ０ 内 に 設 置 す る 。 ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン は 、 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ と パ ワ ー ピ

ス ト ン ３ ０ と を 有 し て い る 。 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ 及 び パ ワ ー ピ ス ト ン ３ ０ は 、 そ

れ ぞ れ ク ラ ン ク シ ャ フ ト ４ ０ に 連 結 さ れ て い る 。 ク ラ ン ク シ ャ フ ト ４ ０ の 一 端 側 は 発 電 機

４ １ と 接 続 さ れ 、 他 端 側 は フ ラ イ ホ イ ー ル ４ ２ と 接 続 さ れ て い る 。

　 加 熱 部 １ ０ は 、 Ｕ 字 状 に 曲 げ ら れ た ヒ ー タ １ １ と 、 こ れ ら ヒ ー タ １ １ 間 に 設 け ら れ た フ

ィ ン １ ２ か ら 構 成 さ れ て い る 。 ヒ ー タ １ １ の 一 端 側 端 部 １ １ Ａ は 、 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト

ン ２ ０ の 一 方 の 空 間 に 連 通 し て い る 。 ま た ヒ ー タ １ １ の 他 端 側 端 部 １ １ Ｂ は 、 再 生 器 ５ ０

と 連 通 し 、 再 生 器 ５ ０ は ク ー ラ ６ ０ と 連 通 し 、 ク ー ラ ６ ０ は デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０

の 他 方 の 空 間 に 連 通 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 再 生 器 ５ ０ 及 び ク ー ラ ６ ０ は 、 シ リ ン ダ ７ ０ の 外 周 部 に 配 置 さ れ る 。 こ の シ リ ン ダ ７ ０

内 に は 、 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 シ リ ン ダ ７ ０ の 一 方 は 、 シ リ ン

ダ ー ヘ ッ ド ７ １ に よ っ て 覆 わ れ 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ と デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ と

の 間 に デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ の 一 方 の 空 間 が 形 成 さ れ 、 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２

０ と パ ワ ー ピ ス ト ン ３ ０ と の 間 に デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ の 他 方 の 空 間 が 形 成 さ れ る

。

　 再 生 器 ５ ０ は 、 シ リ ン ダ ７ ０ に 対 し て 同 心 円 状 に 径 の 異 な る 円 管 を 配 置 し 、 各 円 管 の 隙

間 に は オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 や 黄 銅 等 の 金 網 の マ ト リ ッ ク ス 材 を 詰 め て い る 。 作

動 ガ ス は 、 マ ト リ ッ ク ス 材 を 通 り 抜 け て 、 ヒ ー タ １ １ 又 は ク ー ラ ６ ０ に 流 れ る 。 作 動 ガ ス

は 、 こ の 再 生 器 ５ ０ を 通 り 抜 け る と き に 、 マ ト リ ッ ク ス 材 か ら 吸 熱 し 、 又 は マ ト リ ッ ク ス

材 に 放 熱 す る 。

　 ク ー ラ ６ ０ 内 は 、 冷 却 水 が 流 れ る 通 路 と 作 動 ガ ス が 流 れ る 通 路 に 区 分 さ れ 、 作 動 ガ ス は

冷 却 水 で 冷 却 さ れ る 。

　 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ は 、 デ ィ ス プ レ ー サ ヨ ー ク ボ ー ド ２ １ に よ っ て ク ラ ン ク シ

ャ フ ト ４ ０ に 連 接 し 、 パ ワ ー ピ ス ト ン ３ ０ は 、 パ ワ ー ピ ス ト ン ヨ ー ク ボ ー ド ３ １ に よ っ て
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ク ラ ン ク シ ャ フ ト ４ ０ に 連 接 す る 。 な お 、 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ １ と パ ワ ー ピ ス ト ン

３ ０ と は 位 相 を 所 定 角 度 ず ら し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 上 記 構 成 に お い て 、 ス タ ー ト 時 に は 発 電 機 ４ １ を 動 力 源 と し て デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン

２ ０ を 動 作 さ せ る こ と で 、 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ の 一 方 の 空 間 と 他 方 の 空 間 内 の 作

動 ガ ス が 移 動 す る 。 作 動 ガ ス は 、 加 熱 部 １ ０ で 加 熱 ・ 膨 張 し て 一 方 の 空 間 に 導 入 さ れ 、 ク

ー ラ ６ ０ で 冷 却 ・ 収 縮 し て 他 方 の 空 間 に 導 入 さ れ る こ と で 、 一 方 の 空 間 及 び 他 方 の 空 間 内

に 圧 力 変 動 が 生 じ る 。 こ の 作 動 空 間 内 の 圧 力 変 動 に よ っ て パ ワ ー ピ ス ト ン ３ ０ が 動 作 す る

こ と で 出 力 を 得 る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 次 に 、 図 ２ 及 び 図 ３ を 用 い て シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ に つ い て 説 明 す る 。

　 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ は 、 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン ２ ０ の ヘ ッ ド 形 状 に 対 応 し た 内 周 面

を 有 す る 中 央 部 と 、 シ リ ン ダ ７ ０ の 端 面 と 当 接 す る フ ラ ン ジ 部 と か ら 形 成 さ れ 、 一 方 の 空

間 を 覆 う 第 １ の 層 ７ ２ と 、 第 １ の 層 ７ ２ の 外 部 を 覆 う 第 ２ の 層 ７ ３ と で 構 成 さ れ て い る 。

　 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ の 中 央 部 に は 、 ヒ ー タ １ １ の 一 端 側 端 部 １ １ Ａ を 挿 入 す る 貫 通 孔

７ ４ を 備 え て い る 。 ま た 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ の フ ラ ン ジ 部 に は 、 ヒ ー タ １ １ の 他 端 側

端 部 １ １ Ｂ を 挿 入 す る 貫 通 孔 ７ ５ を 備 え て い る 。 ま た 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ の フ ラ ン ジ

部 外 周 側 に は 、 ボ ル ト 挿 入 用 の 締 結 孔 ７ ６ を 備 え て い る 。

　 こ こ で 、 ヒ ー タ １ １ と 第 １ の 層 ７ ２ と を 銅 製 と し 、 第 ２ の 層 ７ ３ を オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス

テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） と す る こ と が 好 ま し い 。

　 こ れ ら 貫 通 孔 ７ ４ 、 ７ ５ 及 び 締 結 孔 ７ ６ は 、 第 １ の 層 ７ ２ と 第 ２ の 層 ７ ３ を 貫 通 し て 設

け て い る 。

　 ヒ ー タ １ １ の 一 端 側 端 部 １ １ Ａ と 他 端 側 端 部 １ １ Ｂ と は 、 第 ２ の 層 ７ ３ を 貫 通 し て 挿 入

さ れ 、 第 １ の 層 ７ ２ の シ リ ン ダ ７ １ 側 端 面 で 溶 接 接 合 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 の よ う に 、 本 実 施 例 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン に よ れ ば 、 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ を 第

１ の 層 ７ ２ と 第 ２ の 層 ７ ３ で 構 成 す る こ と で 、 第 １ の 層 ７ ２ を ヒ ー タ １ １ と 溶 接 接 合 し や

す く 耐 久 性 を 保 て る 材 料 と し 、 第 ２ の 層 ７ ３ に よ っ て 強 度 や 耐 熱 性 を 保 つ こ と が で き る た

め 、 ヒ ー タ １ １ と し て 熱 伝 導 率 の 高 い 材 料 を 選 定 す る こ と が で き る 。

　 従 っ て 、 ヒ ー タ １ １ と 第 １ の 層 ７ ２ と を 同 じ 材 料 と す る こ と で 溶 接 接 合 の 耐 久 性 を 確 保

で き 、 ヒ ー タ １ １ と 第 １ の 層 ７ ２ と を 銅 製 と す る こ と で 、 ヒ ー タ １ １ の 熱 伝 導 率 を 高 く す

る こ と が で き 、 熱 交 換 効 率 の 高 い ヒ ー タ が 実 現 で き る 。

　 ま た 、 第 ２ の 層 ７ ３ を オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 （ Ｓ Ｕ Ｓ ３ ０ ４ ） と す る こ と で 、

耐 熱 性 、 耐 圧 性 を 保 つ こ と が で き る 。

　 ま た 、 第 １ の 層 ７ ２ と 第 ２ の 層 ７ ３ に は 、 ボ ル ト 挿 入 用 の 締 結 孔 ７ ６ を 有 し 、 こ の 締 結

孔 ７ ６ に ボ ル ト を 貫 通 さ せ て シ リ ン ダ ７ ０ と シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ と を 締 結 す る こ と で 、

シ リ ン ダ ７ ０ と シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ と の 接 続 を 確 実 に 行 わ せ 、 耐 久 性 を 保 つ こ と が で き

る 。

　 な お 、 第 １ の 層 ７ ２ に お け る シ リ ン ダ ７ ０ の 端 部 と の 当 接 面 を 、 薄 肉 化 し て シ ー ル 材 と

し て 機 能 さ せ る こ と で 、 シ ー ル 材 を 別 途 用 い る こ と な く 密 封 状 態 を 確 保 す る こ と が で き る

。

　 ま た 、 ヒ ー タ １ １ の 一 方 の 空 間 に 連 通 す る 一 端 側 端 部 １ １ Ａ を 、 第 １ の 層 ７ ２ に 代 え て

第 ２ の 層 ７ ３ と 溶 接 又 は ロ ウ 付 け に よ っ て 接 続 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 、 例 え ば ヒ ー

タ １ １ と し て 銅 管 を 、 第 ２ の 層 ７ ３ と し て オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス テ ン レ ス 鋼 を 用 い 、 ヒ ー タ

１ １ の 接 続 箇 所 を 薄 肉 化 す る こ と で 、 ヒ ー タ １ １ と シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ７ １ と の 接 続 を 確 実

に 行 わ せ 、 耐 久 性 を 保 つ こ と が で き る 。 ヒ ー タ １ １ は 、 銅 管 に 代 え て オ ー ス テ ナ イ ト 系 ス

テ ン レ ス 鋼 を 用 い て も よ い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン は 、 廃 熱 や バ イ オ マ ス な ど の 熱 源 ガ ス を 活 用 し た 発 電 装
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置 や 動 力 装 置 と し て 利 用 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る ス タ ー リ ン グ エ ン ジ ン の 構 成 を 示 す 断 面 図

【 図 ２ 】 同 装 置 の シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド を 示 す 断 面 図

【 図 ３ 】 同 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド の 下 面 図

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 １ ０ 　 加 熱 部

　 ２ ０ 　 デ ィ ス プ レ ー サ ピ ス ト ン

　 ３ ０ 　 パ ワ ー ピ ス ト ン

　 ５ ０ 　 再 生 器

　 ６ ０ 　 ク ー ラ

　 ７ ０ 　 シ リ ン ダ

　 ７ １ 　 シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド

　 ７ ２ 　 第 １ の 層

　 ７ ３ 　 第 ２ の 層

　 ７ ４ 、 ７ ５ 　 貫 通 孔

　 ７ ６ 　 締 結 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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